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【安来節保存会岡山支部・どじょうすくい】
安来で始まった民俗芸能。安来節の独特なリズム
に合わせドジョウを捕まえるユーモラスな所作
に、見学者の笑いを誘った。

【如水太鼓】
豊洲小学校出身の有志が、平成 16 年に立ち上げ
た太鼓グループ。わらべ太鼓も加わり、息の合っ
たバチ捌きを披露した。

【風人・早島イ草太鼓】
平成 14 年、ボランティアグループが町の郷土芸
能とするべく太鼓グループを結成。殿内に響き渡
る勇壮な太鼓の音とバチ捌きは見る者を魅了した。

【備中神楽倉敷社】
岡山県の誇る郷土芸能で、国重要無形文化財。「国譲り」
の段では、大国主命が「福の種」を撒いて、見学者に
福を授け、大蛇退治で奉納行事の全日程を締めた。

【安来節保存会岡山支部・銭太鼓】
銭太鼓は、古くから出雲地方の民俗芸能楽器で、安来
節の余技として演じられてきた。揃いの衣装を身につ
け、息の合った太鼓捌きを披露した。

【安来節保存会岡山支部・傘踊り】
踊り傘を手に、曲に合わせて器用に傘を振ったり、回
したりの妙技を披露した。
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